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受講者：23名　集合研修評価表による客観評価
5段階評価（優れている：5, 普通：3, 劣る：1）、3回の平均値
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5段階評価の平均ポイント
研修内容の理解 3.9
テーマへの興味 4.5
新しい知識・技能の習得 4.5
自分の業務に役立つか 4.0
「情報1」 受講者の自己評価
Excel基礎 4.2
Excel統計 4.4
PowerPoint基礎 4.5
情報セキュリティ・モラル 4.6
医療情報検索 4.4
「情報1」 研修内容評価
研修内容の理解 3.8
テーマへの興味 4.2
新しい知識・技能の習得 4.2
自分の業務に役立つか 3.8
「薬物動態1」 受講者の自己評価
崩壊試験 4.2
溶出試験 4.3
シミュレーション実験 4.1
薬物速度論解析 4.2
薬物動態の予測 4.3
服薬指導・投与計画 4.2
グループ発表会 4.3
「薬物動態1」 研修内容評価
5段階評価（優れる：5, 普通：3, 劣る：1）
の平均ポイント
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アンケート　受講生の感想の抜粋(1)
全般的な感想
– 講演会の受動的な聴講より、はるかに理解度は高かった。
– 効率的に実験・演習でき、時間があっという間に過ぎた。
– グループ実験・学習が有効で、発表会準備などで活性化され、受講者同士
 のお互いの交流にもなった。
– レポート課題や発表準備で、自学自習するいい機会が得られた。
– 他の受講生の発表を聴いて、良い刺激になった。
– ホームページから、資料閲覧や、データを取り込めるのは、大変役立った。
– テキストや資料集が非常にためになった。
「情報1」 プログラム
– 大学時代に学ばなかったPowerPointや医療情報検索が有意義だった。
– 今まで使ったことのないExcel関数を習得でき、大変興味深かった。
– これまで避けてきた統計学にきちんと取り組めた。
– 提供してもらった医療情報検索サイト集を有効活用できた。
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アンケート　受講生の感想の一部(2)
「薬物動態1」 プログラム
– ちょっとした実験操作（ピペット操作など）でも、すごく新鮮味があった。
– 日常業務では行わないことばかりで、楽しく研修できた。
– 卒業して時間が長く経っており、色々忘れていることが多く、これまでの不勉
 強を痛感した。
– 文章でしか見たことのないものを実際に試験（崩壊試験や溶出試験）して、
 身近に理解できた。
– 後発品普及が進められていく中で、実験内容がタイムリーだった。
– 薬や添付文書に対する見方を変えることも大事であり、その一歩として、貴
 重な研修だった。
– 薬物動態パラメータ（半減期、クリアランス、モーメントパラメータなど）を、実
 験や解析演習を通じて、実践的に理解できた。
– 薬物動態については、なかなか勉強する機会がないし、どこから勉強すれ
 ばよいのかも分からなかったので、受講して良かった。
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結果・考察
　受講生に対する集合研修評価表によるアンケートの
 結果，実習・演習内容の理解度や新しい知識の獲得
 に対する受講者の評価は非常に高かった。特に，薬学
 6年制の新しい教育内容を，実習や演習で実践し，さ
 らに受講者同士で実験結果などを討論することで理
 解も深まり，思考力も活性化されたという意見が多かっ
 た。したがって，実習や演習を主体とした卒後教育研
 修は受講生の高い評価を得て，自己研鑽の効果的な
 場となったと考えられる。
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今後の課題
一定レベルの情報活用スキルが必要
– 次回開講の情報1を受講するように勧める
– ExcelやPowerPointなど、自習用のコンテンツを充実させる
受講者レベルが幅広い
– 到達度を2段階に設定（基礎とアドバンス）
– グループ編成を工夫する
時間が足りない
– 前もってテキストを送付して、予習してもらう
– 実験・実習項目を見直して、重要度の高いものに絞る
– 3回の実習を4回に分けて、自習と組み合わせて、理解に時間
 をかける
